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期待される研究成果： スピントロニクス
材料を組み込んだメタマテリアル・メタ
表面を、これまで培ってきた光物性と磁
気物性の研究手法を用いて調べること
で、磁気カイラル効果やテラヘルツ波放
射などスピントロニクスによる新たな光
機能の実現。
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赤外磁気カイラルメタ表面の概念図
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研究成果（実施状況）： 絶縁体のスピ
ントロニクス材料である磁性ガーネット
を組み込んだ、磁気カイラルメタ表面の
赤外光領域での非相反光学応答を数
値計算を用いて調べた。さらに収束イオ
ンビーム（FIB）加工装置を用いた試料
の試作を開始した。

FIB加工装置での試作結果
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研究成果（実施状況）： Co膜厚を変化
させたCo/Pt多層膜メタマテリアルをス
パッタリング法を用いて作製した。磁性
膜に対して面直に直流磁場を印加し、
極磁気Kerr効果を測定した。その結果、
Co0.6nm/Pt0.3nmを10周期重ねた多層
膜は、垂直磁化膜となっていることが明
らかになった。このことは磁気カイラルメ
タ表面の実現に向けた重要な一歩とな
りうる。

Co/Pt多層膜メタマテリアルの極磁気Kerr効果
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研究成果（実施状況）： Co膜厚を1.5nm
から0.6nmまで変化させたCo/Pt多層膜メ
タマテリアルを、スパッタリング法で作製し
た。コプラナー導波路（CPW）を用いて強
磁性共鳴（FMR）を測定し、g値やダンピン
グを調べた。Co膜厚を減少させると、g値
は一定にも関わらず、ダンピング定数が
増加することが分かった。ダンピング定数
の制御はスピントロ二クス材料を用いた
時間変調メタマテリアルの実現に向けた
重要な一歩となりうる。 Co/Pt多層膜メタマテリアルのCPW‐FMR
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